
化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律第２条第４項の規定通し番号 整理番号に基づき、指定化学物質として指定した化学物質の名称

５１５ （２）－３８５４１－クロロペンタ－２－イン

５１６ （２）－３８３７エチル＝２－フルオロアセタート

５１７ （４）－１８２５４－［ビス（４－ヒドロキシ－３，５－ジメチルフェニル）メチ
ル］ベンゼン－１，２－ジオール

５１８ （２）－３８３８トリブチル（ドデシル）ホスホニウム＝ブロミド

５１９ （５）－６５６１（ ）－５－｛４－［２－（５－エチル－２－ピリジル）エトキZ

シ］ベンジリデン｝－１，３－チアゾリジン－２，４－ジオン

５２０ （５）－６５２５２－［（２－アミノ－６－オキソ－１，６－ジヒドロ－９ －プH

リン－９－イル）メトキシ］エチル＝ －［（ベンジルオキシ）カN

ルボニル］－ －バリナートL

５２１ （３）－４３９８（ビニルスルホニル）ベンゼン

５２２ （３）－４３５７トリ－ －トリルホスフィンo

５２３ （３）－４３５８｛亜鉛＝ビス［３，５－ビス（１－フェニルエチル）サリチラー
ト］｝を主成分とするスチレンとサリチル酸の反応生成物の亜鉛塩

５２４ （３）－４３５９２－［２－クロロ－５－（２－シアノアセチル）－４－フルオロ
フェノキシ］－ －メチルアセトアミドN

５２５ （５）－６５２６１－［（１ ，２ ）－２－ヒドロキシ－１－メチル－２－フェニS R

ルエチル］ピロリジニウム＝クロリド

５２６ （４）－１８０８ジメチルトリシクロ［５．２．１．０ ］デカ－４，８－ジエン２，６

を主成分とするメチルシクロペンタジエン、シクロペンタジエン及
びジメチルシクロペンタジエンの反応生成物

５２７ （３）－４３６０２，２′－（２－ヒドロキシフェニル）－ ， ′－エチレンジグN N

リシン

５２８ （５）－６５２７１，３－チアゾリジン－２，４－ジオン



５２９ （５）－６５２８３－［（キノリン－２－イル）メチリデン］イソインドリン－１－
オン

５３０ （２）－３８３９リチウム＝ビス（ペルフルオロエタンスルホン）イミド

５３１ （４）－１８０９′－（１，３－ジメチルブチリデン）－３－ヒドロキシ－２－ナN

フトヒドラジド

５３２ （３）－４３６１（ ）－４－メチル－３－オキソ－２－ベンジリデンペンタンアニZ

リドを主成分（ 以上）とする（ ）－４－メチル－３－オキ95% E

ソ－２－ベンジリデンペンタンアニリドと（ ）－４－メチル－Z

３－オキソ－２－ベンジリデンペンタンアニリドの混合物

５３３ （５）－６５２９５，５′－ジメトキシ－２，２′－（６－メチルチオ－１，３，
５－トリアジン－２，４－ジイル）ジフェノールを主成分とする２，
４－ジクロロ－６－（メチルチオ）－１，３，５－トリアジン、レ
ソルシノール及びジメチル＝スルファートの反応生成物

５３４ （３）－４３６２ジナトリウム＝２，４－ジアミノ－５－［（４－｛［２－（オキシ
ドスルホニルオキシ）エチル］スルホニル｝フェニル）アゾ］ベン
ゼンスルホナートを主成分とするジナトリウム＝２，４－ジアミ
ノ－５－［（４－｛［２－（オキシドスルホニルオキシ）エチル］
スルホニル｝フェニル）アゾ］ベンゼンスルホナート、ナトリウム
＝２，４－ジアミノ－５－（｛４－［（２－ヒドロキシエチル）ス
ルホニル］フェニル｝アゾ）ベンゼンスルホナート及びナトリウム
＝２，４－ジアミノ－５－｛［４－（ビニルスルホニル）フェニ
ル］アゾ｝ベンゼンスルホナートの混合物

５３５ （４）－１８１０１－｛２，２－ビス［４－（ジエチルアミノ）フェニル］ビニ
ル｝－３，３－ビス［４－（ジエチルアミノ）フェニル］プロパ－
２－エン－１－イリウム＝ －トルエンスルホナートp

５３６ （５）－６５３０テトラナトリウム＝４－アミノ－６－（｛５－［（２，６－ジフル
オロピリミジン－４－イル）アミノ］－２－スルホナトフェニル｝
アゾ）－３－［（４－｛［２－（オキシドスルホニルオキシ）エチ
ル］スルホニル｝フェニル）アゾ］－５－ヒドロキシナフタレン－
２，７－ジスルホナートを主成分とする｛４－アミノ－５－ヒドロ
キシナフタレン－２，７－ジスルホン酸と２－［（４－ジアゾニオ
フェニル）スルホニル］エチル＝スルファートの反応生成物｝と



２－ジアゾニオ－４－［（２，６－ジフルオロピリミジン－４－イ
ル）アミノ］ベンゼンスルホナートの反応生成物

５３７ （５）－６５３１テトラナトリウム＝７－［（４－｛［４－フルオロ－６－（４－
｛［２－（オキシドスルホニルオキシ）エチル］スルホニル｝アニ
リノ）－１，３，５－トリアジン－２－イル］アミノ｝－２－ウレ
イドフェニル）アゾ］ナフタレン－１，３，６－トリスルホナート
を主成分とする７－［（４－アミノ－２－ウレイドフェニル）ア
ゾ］ナフタレン－１，３，６－トリスルホン酸と２－（｛４－
［（４，６－ジフルオロ－１，３，５－トリアジン－２－イル）ア
ミノ］フェニル｝スルホニル）エチル＝水素＝ホスファートの反応
生成物

５３８ （３）－４３６３４－（４－ブロモブチル）スチレン

５３９ （５）－６５３２４，４－ジメチル－３－プロピオニル－１，３－チアゾリジン－
２－ チオン

５４０ （３）－４３６４シクロヘキサ－１，３－ジエン

５４１ （３）－４３６５２－［２－クロロ－５－（２－クロロアセチル）－４－フルオロ
フェノキシ］－ －メチルアセトアミドN

５４２ （４）－１８１１ナトリウム＝３－（ －｛８－［（２－シアノ－４－ニトロフェニN

ル）アゾ］－５－ヒドロキシ－６－プロパンアミド－１－ナフチ
ル｝スルファモイル）ベンゼンスルホナート

５４３ （３）－４３６６４－｛［４－（ベンジルオキシ）フェニル］スルホニル｝フェノー
ル

５４４ （３）－４３６７メチル＝ －［（ －ブトキシ）カルボニル］－ －フェニルアラN ter t L

ニナート

５４５ （３）－４３６８１－（２，４－ジクロロフェニル）エチルアミン

５４６ （３）－４３６９２，３，５，６－テトラフルオロベンジル＝（１ ，３ ）－３－R S

（２，２－ジクロロビニル）－２，２－ジメチルシクロプロパンカ
ルボキシラート

５４７ （５）－６５３３－ブチル＝ －［（１ ，２ ）－１－ベンジル－２，３－エポter t N S S



キシプロピル］カルバマート

５４８ （４）－１８１２－４′－ －トリル－１，１′－ビ（シクロヘキシル）－４－tra ns p

オン

５４９ （２）－３８４０２－（メトキシカルボニル）－１，１，２－トリメチルプロピル
アンモニウム＝クロリドと２－カルボキシ－１，１，２－トリメチ
ルプロピルアンモニウム＝クロリドの混合物（後者が２ 以下であ%

るものに限る）

５５０ （３）－４３７０１－（２，４－ジクロロフェニル）エタノン

５５１ （２）－３８４１メチル＝３－アミノ－２，３，３－トリメチルブタノアート

５５２ （２）－３８４２－（３－アミノプロピル）ペルフルオロオクタンスルホンアミド、N

ナトリウム＝３－クロロ－２－ヒドロキシプロパン－１－スルホ
ナート及びナトリウム＝２－クロロアセタートの反応生成物

５５３ （５）－６５３４ジカリウム＝３－［（３，５－ジアセトアミド－４－オキシドフェ
ニル）アゾ］－２，１－ベンゾチアゾール－５－スルホナート

５５４ （３）－４３７１４－（トリメトキシシリル）スチレン

５５５ （５）－６５３５５－イソプロピルウラシル

５５６ （５）－６５３６４－ニトロベンジル＝（４ ，５ ，６ ）－３－［（ジフェノキR R S

シホスホリル）オキシ］－６－［（ ）－１－ヒドロキシエチR

ル］－４－メチル－７－オキソ－１－アザビシクロ［３．２．０］
ヘプタ－２－エン－２－カルボキシラート

５５７ （２）－３８４３テトラブトキシジルコニウムとアセチルアセトンの１：１反応生成
物

５５８ （５）－６５３７ビス（２，３－エピチオプロピル）ジスルファン

５５９ （３）－４３７２２，３－エポキシプロポキシベンゼンと１－シアノグアニジンの反
応生成物

５６０ （５）－６５３８エチル＝７－ブロモ－１－シクロプロピル－６－フルオロ－５－メ
チル－４－オキソ－１，４－ジヒドロキノリン－３－カルボキシ



ラート

５６１ （２）－３８４４１－［ －（２－｛ －［２－（ジメチルアミノ）エチル］－ －N N N

メチルアミノ｝エチル）－ －メチルアミノ］プロパン－２－オーN

ルを主成分とする［２，２′－イミノビス（エチルアミン）と１，
２－エポキシプロパンの反応生成物］のメチル化（例えばホルムア
ルデヒドを用いた還元メチル化）反応生成物

５６２ （３）－４３７３５－（４－クロロフェニル）ペンタン－２－オン

５６３ （４）－１８１３［１－（エトキシカルボニル）エチル］（メチル）（２－ナフチ
ル）スルホニウム＝ヘキサフルオロリン酸塩

５６４ （２）－３８４５エチル＝２－シアノ－３，３－ジメチルブタノアート

５６５ （７）－２６１１ホルムアルデヒド・１－ナフトール・フェノール重縮合物

５６６ （２）－３８４６（クロロメチル）トリメチルシラン

５６７ （４）－１８１４３－ヒドロキシ－２－ナフトヒドラジド

５６８ （５）－６５３９１，３，５－トリス（２，３－エポキシ－２－メチルプロピル）－
１，３，５－トリアジナン－２，４，６－トリオン

５６９ （３）－４３７４α－［２－（４－クロロ－２－メチルフェノキシ）プロピオニ
ル］－ω－｛［２－（４－クロロ－２－メチルフェノキシ）プロピ
オニル］オキシ｝ポリ（ ≒４）（オキシエチレン）n

５７０ （４）－１８１５－４′－（３，４－ジフルオロフェニル）－１，１′－ビtra ns

（シクロヘキシル）－４－オン

５７１ （４）－１８１６９，９－ビス｛４－［２－（２，３－エポキシプロポキシ）エトキ
シ］フェニル｝フルオレンを主成分とする２，２′－［フルオ
レン－９，９－ジイルビス（ －フェニレンオキシ）］ジエタノーp

ルと１－クロロ－２，３－エポキシプロパンの反応生成物

５７２ （５）－６５４０２－（アリルオキシ）－１，３－ビス［（２，２－ジメチル－１，
３－ジオキソラン－４－イル）メトキシ］プロパンを主成分とする
２－（アリルオキシ）－１，３－ビス［（２，２－ジメチル－１，
３－ジオキソラン－４－イル）メトキシ］プロパン、１－（アリル



オキシ）－２，３－ビス［（２，２－ジメチル－１，３－ジオキソ
ラン－４－イル）メトキシ］プロパン、２－（アリルオキシ）－
１－［（２，２－ジメチル－１，３－ジオキサン－５－イル）オキ
シ］－３－［（２，２－ジメチル－１，３－ジオキソラン－４－イ
ル）メトキシ］プロパン及び１，３－ビス［（２，２－ジメチル－
１，３－ジオキソラン－４－イル）メトキシ］プロパン－２－オー
ルの混合物

５７３ （３）－４３７５２，５－ジブトキシ－４－［（４－クロロフェニル）チオ］ベン
ゼンジアゾニウム＝ヘキサフルオロリン酸塩

５７４ （３）－４３７６ジアリル＝シクロヘキサン－１，４－ジカルボキシラート

５７５ （４）－１８１７（２－アミノフェニル）（シクロプロピル）メタノン

５７６ （５）－６５４１ホルムアルデヒド重縮合物、｛２，４，６－トリクロロ－１，３，
５－トリアジン・［ ， ′－ビス（２，２，６，６－テトラメチN N

ルピペリジン－４－イル）ヘキサン－１，６－ジイルジアミン］・
モルホリン重合物｝及びギ酸の反応生成物

５７７ （７）－２６０５α－リチオ－ω－ブチルポリ｛オキシ［メチル（３，３，３－トリ
フルオロプロピル）シランジイル］｝

５７８ （３）－４３７７ベンジル＝カルバザート

５７９ （３）－４３７８２，４，５－トリフルオロ－３－メトキシ安息香酸

５８０ （４）－１８１８ヘプタナトリウム＝４－アミノ－６－｛［５－（４－｛［８－アミ
ノ－１－ヒドロキシ－７－（｛４－［２－（オキシドスルホニルオ
キシ）エチルスルホニル］フェニル｝アゾ）－３，６－ジスルホナ
ト－２－ナフチル］アゾ｝ベンズアミド）－２－スルホナトフェニ
ル］アゾ｝－５－ヒドロキシ－３－（｛４－［２－（オキシドスル
ホニルオキシ）エチルスルホニル］フェニル｝アゾ）ナフタレン－
２，７－ジスルホナートを主成分とする２－［（４－ジアゾニオ
フェニル）スルホニル］エチルスルファート、ジナトリウム＝４－
アミノ－５－ヒドロキシナフタレン－２，７－ジスルホナート及び
５－（４－ジアゾニオベンゼンスルホンアミド）－２－スルホナト
ベンゼンジアゾニウム＝クロリドの反応生成物

５８１ （５）－６５４２３－ブチル－２－［５－（３－ブチル－１，１－ジメチル－１ －H



ベンゾ［ ］インドール－２（３ ）－イリデン）ペンタ－１，e H

３－ジエニル］－１，１－ジメチル－１ －ベンゾ［ ］インドリH e

ニウム＝ペルクロラート

５８２ （５）－６５４３３－ブチル－２－［５－（１－ブチル－３，３－ジメチルインドー
ル－２（３ ）－イリデン）ペンタ－１，３－ジエニル］－１，H

１－ジメチル－１ －ベンゾ［ ］インドリウム＝ペルクロラートH e

５８３ （５）－６５４４６－イソプロピルフタラジン

５８４ （４）－１８１９シクロヘキシルベンゼン

５８５ （３）－４３７９４－フルオロ－３－（トリフルオロメチル）フェノール

５８６ （３）－４３８０1 6４－｛［１－ －アルキル（ ＝１～６）－ －アルキル（ ＝ ～n C n C 6

）］（ただし、炭素数の合計は ～ ）｝ベンゼンスルホニル12 10 13

＝アジド

５８７ （５）－６５４５５－（ジイソプロピルアミノ）－２－［４－（ジメチルアミノ）
フェニルアゾ］－３－メチル－１，３，４－チアジアゾリニウム＝
トリクロロ亜鉛（Ⅱ）酸塩

５８８ （３）－４３８１， －ビス（２，３－エポキシプロピル）－４－（２，３－エポN N

キシプロポキシ）アニリン

５８９ （７）－２６０６１０ －９－オキサ－１０λ －ホスファフェナントレン－１０－H ５

オン・１，４－ナフトキノン・（フェノール・ホルムアルデヒド重
縮合物の１－クロロ－２，３－エポキシプロパンによるグリシジル
エーテル化変成物）重縮合物

５９０ （２）－３８４７， －ジエチルホルムアミドN N

５９１ （５）－６５４６－（オキセタン－２－イルメトキシメチル）アクリルアミドとN

－（オキセタン－３－イルメトキシメチル）アクリルアミドの混N

合物

５９２ （５）－６５４７ヘキサナトリウム＝２，２′－｛ブタン－１，４－ジイルビス［オ
キシプロパン－３，１－ジイルイミノ（６－ヒドロキシ－１，３，
５－トリアジン－４，２－ジイル）イミノ（１－ヒドロキシ－３，
６－ジスルホナトナフタレン－８，２－ジイル）アゾ］｝ジベンゾ



アート

５９３ （４）－１８２０４－［（４－｛［７－（４－カルボキシアニリノ）－１－ヒドロキ
シ－３－スルホ－２－ナフチル］アゾ｝－２，５－メトキシフェニ
ル）アゾ］安息香酸

５９４ （３）－４３８２４－（ －トリルオキシ）ベンジルアミンp

５９５ （７）－２６０７ポリ［（２，２，４，４－テトラメチル－２１－オキソ－７－オキ
サ－３，２０－ジアザジスピロ［５．１．１１．２］ヘンイコ
サン－３，２０－ジイル）（２－ヒドロキシプロパン－１，３－ジ
イル）］

５９６ （３）－４３８３（３－ヨードプロパ－２－イン－１－イルオキシ）メトキシ－４－
メトキシベンゼン

５９７ （５）－６５４８トリナトリウム＝５－［４－クロロ－６－（ －エチルアニリN

ノ）－１，３，５－トリアジン－２－イルアミノ］－３－［５－
（２，３－ジブロモプロピオンアミド）－２－スルホナトフェニル
アゾ］－４－ヒドロキシナフタレン－２，７－ジスルホナートを主
成分とするトリナトリウム＝５－アミノ－３－［５－（２，３－ジ
ブロモプロピオンアミド）－２－スルホナトフェニルアゾ］－４－
ヒドロキシナフタレン－２，７－ジスルホナート、 －エチルアニN

リン及び２，４，６－トリクロロ－１，３，５－トリアジンの反応
生成物

５９８ （７）－２６０８α－ヒドロ－ω－ヒドロキシポリ［オキシ（２－ヒドロキシプロ
パン－１，３－ジイル）］と －（ヒドロキシメチル）アクリルアN

ミドの反応生成物

５９９ （１）－１２２６三硫化二セリウム

６００ （１）－１２２７ヘキサアンミンコバルト（Ⅲ）三硝酸塩

６０１ （７）－２６０９１－クロロ－２，３－エポキシプロパン、 －クレゾール・ホルムo

アルデヒド重縮合物、１－［（２－ヒドロキシエチル）チオ］プロ
パン－２－オール及びプロパ－２－イン－１－オールの反応生成物

６０２ （５）－６５４９２－クロロ－１，３－ジメチルイミダゾリジニウム＝クロリド



６０３ （５）－６５５０［（２－クロロ－１，３－チアゾール－５－イル）メチル］アンモ
ニウム＝クロリド

６０４ （３）－４３８４１－（４－クロロフェニル）－３－（２，６－ジフルオロベンゾイ
ル）尿素

６０５ （８）－ ６６９ジアルキル（ ～ ）ヒドロキシルアミンを主成分とする還元型C16 18

牛脂を原料として製造した第２級飽和アルキル（ 、 を主とC16 C18

する）アミンの過酸化水素による酸化生成物

６０６ （４）－１８２１２－［ビス（４－ヒドロキシ－２，３，５－トリメチルフェニル）
メチル］フェノール

６０７ （２）－３８４８エチル＝ジフルオロアセタート

６０８ （３）－４３８５－（２－エチルヘキシル）－４－アミノベンズアミドN

６０９ （４）－１８２２４′－ヒドロキシ－４－ビフェニルカルボニトリル

６１０ （７）－２６１０１－クロロ－２，３－エポキシプロパン・イミダゾール共重合物

６１１ （５）－６５５１－（トリクロロメチルチオ）フタルイミドN

６１２ （３）－４３８６２，４－ビス（フェニルスルホニル）フェノール

６１３ （２）－３８４９－メチルアセトヒドラジドを主成分（９５ 以上）とする －メN N%

チルアセトヒドラジドと ′－メチルアセトヒドラジドの混合物N

６１４ （３）－４３８７５－クロロ－２－（４－クロロフェノキシ）フェノール

６１５ （３）－４３８８１－クロロ－２，３，３，４，４，５，５－ヘプタフルオロシクロ
ペンタ－１－エン

６１６ （３）－４３８９３′－フルオロ－４′－メトキシアセトフェノン

６１７ （３）－４３９０， －ジメチルアニリニウム＝テトラキス（ペンタフルオロフェN N

ニル）ボラート

６１８ （４）－１８２３－４－エチル－ －４′－（３，４－ジフルオロフェニtra ns tra ns

ル）ビシクロヘキシル



６１９ （２）－３８５０４，８－ジメチルデカ－１，４，８－トリエン

６２０ （３）－４３９１４′－ヒドロキシ－４－メチルベンゼンスルホンアニリド

６２１ （５）－６５５２１，３，２－ジオキサチオラン＝２－オキシド

６２２ （５）－６５５３５－｛［（２－エチルヘキシル）オキシ］メチル｝－１，３－オキ
サチオラン－２－チオン

６２３ （２）－３８５１トリエトキシアルサン

６２４ （４）－１８２４テトラナトリウム＝４－｛４－［７－（２，４－ジアミノ－５－ス
ルホナトフェニルアゾ）－１－ヒドロキシ－３－スルホナト－２－
ナフチルアゾ］－５－メトキシ－２－メチルフェニルアゾ｝－５－
ヒドロキシナフタレン－２，７－ジスルホナートを主成分とするテ
トラナトリウム＝４－｛４－［７－（２，４－ジアミノ－５－スル
ホナトフェニルアゾ）－１－ヒドロキシ－３－スルホナト－２－ナ
フチルアゾ］－５－メトキシ－２－メチルフェニルアゾ｝－５－ヒ
ドロキシナフタレン－２，７－ジスルホナートとテトラナトリウム
＝４－｛４－［７－（２，６－ジアミノ－３－スルホナトフェニル
アゾ）－１－ヒドロキシ－３－スルホナト－２－ナフチルアゾ］－
５－メトキシ－２－メチルフェニルアゾ｝－５－ヒドロキシナフタ
レン－２，７－ジスルホナートの混合物

６２５ （２）－３８５２－（１－メトキシエチル）ホルムアミドN

６２６ （３）－４３９２［３－（２－エチルヘキシルオキシ）プロピルアミン］トリフェニ
ルホウ素（Ⅲ）

６２７ （３）－４３９３２－（２－ヘキシルデシル）－１，４－ジオール

６２８ （５）－６５５４１，１′－ジデシル－４，４′－［ヘキサン－１，６－ジイルビス
（イミノカルボニル）］ジピリジニウム＝ジブロミド

６２９ （５）－６５５５ジフェニル＝［２－チオキソ－１，３－ベンゾオキサゾール－３
（２ ）－イル］ホスホナートH

６３０ （３）－４３９４－ブチル－３－（トリブロモメチルスルホニル）ベンズアミドN



６３１ （５）－６５５６２－（シクロヘキサ－１－エン－１，２－ジカルボキシミド）エチ
ル＝アクリラートを主成分とする２－アミノエタノール、シクロヘ
キサ－１－エン－１，２－カルボン酸無水物及びアクリル酸の反応
生成物

６３２ （３）－４３９５２－（４－ －ブトキシフェニル）エタノールter t

６３３ （５）－６５５７４－ブロモ－２－（４－クロロフェニル）－１－エトキシメチル－
５－（トリフルオロメチル）ピロール－３－カルボニトリル

６３４ （３）－４３９６シクロプロピルアミン

６３５ （３）－４３９７１，１′－（シクロヘキサン－１，３－ジイル）ビス（メチルア
ミン）と２，２－ビス［４－（２，３－エポキシプロポキシ）フェ
ニル］プロパンの反応生成物

６３６ （２）－３８５３２，２′－アゾビス（２－メチルブチルアミド＝オキシム）二塩酸
塩

６３７ （５）－６５５８９－フルオロ－３－メチル－１０－（４－メチルピペラジン－１－
イル）－７－オキソ－２，３－ジヒドロ－７ －［１，３，４］オH

キサジアジノ［６，５，４－ ］キノリン－６－カルボン酸ｉｊ

６３８ （５）－６５５９４－（１－ヒドロキシ－１－メチルエチル）－２－プロピル－１－
｛［２′－（１ －テトラゾール－５－イル）ビフェニル－４－イH

ル］メチル｝イミダゾール－５－カルボン酸

６３９ （５）－６５６０（５－メチル－２－オキソ－１，３－ジオキソール－４－イル）メ
チル＝４－（１－ヒドロキシ－１－メチルエチル）－２－プロピ
ル－１－｛［２′－（１ －テトラゾール－５－イル）ビフェニH

ル－４－イル］メチル｝イミダゾール－５－カルボキシラート


